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あ

しミ

大
洗
・
旭
・
常
澄
環
境
衛
生
組
合
組
合
長

大
洗
町
長

竹

内

宏

健
康
で
、
明
る
い
、
清
潔
な
前
づ
く
り
、

政
の
理
念
で
す
。

こ
の
よ
う
な
、
好
い
生
活
環
境
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
の

大
き
な
課
題
の
一
つ
に
、
し
尿
と
ゴ
ミ
の
処
理
問
題
が
あ
り
、

こ
の
解
決
に
各
行
政
体
と
も
苦
闘
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

幸
い
、
大
洗
・
旭
・
常
澄
の

1
町
2
村
の
地
域
で
は
、
一

部
事
務
組
合
が
結
成
さ
れ
円
満
に
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
た
び
、

1
日
前
M
の
処
理
能
力
を
も
っ
立
派
な
し
尿
処

理
施
設
を
も
っ
に
至
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
地
域
環
境
を
保
全
す
る
上
で
大
き
く
役
立

つ
こ
と
と
信
じ
ま
す
。

関
係
各
位
の
御
協
力
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

こ
れ
は
地
方
行

こ
の
ほ
ど
、
大
洗
町
成
田
町
の
閤
道
日
号
バ
イ
パ
ス
下
の

海
岸
側
に
大
規
模
な
し
尿
処
理
施
設
が
完
成
し
、
去
る
日
月

日
日
に
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
大
洗
町
・

旭
村
・
常
澄
村
環
境
衛
生
組
合
が
廃
棄
物
処
理
法
に
も
と
づ

く
国
の
補
助
(
補
助
率
%
)
を
得
て
、
昭
和
日
!
臼
年
度
の

3
ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て
総
事
業
費
日
億
2
千
万
円
を
も
っ

て
建
設
を
進
め
て
き
た
も
の
で
、
ー
目
的

M
の
処
理
能
力
を

有
す
る
最
新
鋭
の
し
尿
処
理
施
設
で
す
。

従
来
、
地
域
の
人
々
の
し
尿
の
処
理
に
つ
い
て
は
、
大
洗
・

旭
・
常
澄
の
l
町
2
村
が
広
域
行
故
の
一
環
と
し
て
、
昭
和

的
年
に
設
立
し
た
向
環
境
衛
生
組
合
に
よ
り
同
敷
地
内
に
あ

っ
た
処
理
施
設

(
1
5
日
凶
)
で
処
理
し
て
き
ま
し
た
が
、

日
数
年
を
経
過
し
耐
用
年
数
も
既
に
経
過
し
た
現
在
、
老
朽

化
に
よ
り
処
理
能
力
も
著
し
く
低
下
し
、
環
境
保
全
上
で
も

眼
界
に
近
づ
い
た
の
で
、
今
度
の
新
鋭
施
設
に
後
を
譲
っ
た

も
の
で
す
。

新
施
設
は
人
口

6
万
5
千
人
を
対
象
と
し
て
日
量
削

M
に

ア
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
で
、
処
理
方
式
も
低
稀
釈
法
二
段
活
性

汚
泥
法
を
採
用
し
、
臭
気
対
策
を
は
じ
め
し
尿
中
の

B
O
D

を
利
用
し
た
脱
窒
素
方
式
で
の
薬
品
穫
用
量
の
低
減
化
、
更

に
は
装
置
の
自
動
化
に
よ
る
維
持
管
理
費
の
低
減
化
等
、
い

く
つ
か
の
特
長
を
も
っ
た
施
設
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
清
潔
な
町
づ
く
り
の
た
め
の
生
活
環
境
が

十
二
分
に
守
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

施
設
の
概
嬰

投
入
・
焼
却
棟

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

(
一
部
鉄
骨
)

地
下
1
階
・
地
上
2
階

一
、
四
三
一
ぽ

理

棟

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

(
地
下
2
摺
)

一
、
九
八
一
ぽ

理

棟

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
家
造

一
ニ
二
回
。
貯

処存t号
昌車

庫

鉄
骨
ス
レ
ー
ト
葺
平
家
建

五
五
ぽ

剖
凶
/
日

低
稀
釈
法
(
叩
倍
稀
釈
)

2
段
活
性
汚
泥
法
+
高

度
処
理

脱
窒
素
・
脱
リ
ン
・
脱

色
滅
菌
が
で
き
る
。

処

理

能

力

処

理

方

法

施
設
の
特
長

総

事

業

費

ロ
億
9
千
万
円

ヱ

期
昭
和
田
年
目
月
か
ら
回
年
9
月
ま
で

施

工

者

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
2
2
i
5

三
菱
重
工
業
株
式
会
社

鹿
島
灘

大洗原子力
研究所
ロ

勤時 口F伊場
計究室千葉¥

間
道
引
号
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第
犯
囲
町
民
野
球
大
会

2
年
連
続
畠
山
富
工
優
勝

第
羽
田
秋
季
町
民
野
球
大
会
が
、
去

る
9
月
日
日
よ
り
日
月
訪
日
ま
で
の
期

間
、
磯
小
・
南
中
・
一
中
各
グ
ラ
ン
ド

を
利
用
し
て
、
町
内
の
軟
式
野
球
幻
チ

ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
熱

戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
日
月
日
日
は
、
小
南
の
ふ

る
な
か
準
決
勝
・
決
勝
と
3
試
合
が
行

な
わ
れ
そ
の
結
果
白
山
自
工
チ

i
ム
が

2
年
連
続
優
勝
を
勝
ち
と
り
ま
し
た
。

な
お
各
学
校
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事

大
会
が
終
了
さ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

団
体優
勝

昭和58年11月1臼

毘
山
自
工

席
し
、
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

宣
言
式
は
、
町
青
色
申
告
会
寺
内
淳

会
長
の
経
過
報
告
に
始
ま
り
、
竹
内
宏

町
長
の
「
宣
言
」
、
町
長
挨
拶
と
続
き

次
い
で
、
深
作
品
混
一
雄
町
議
会
議
長
・
関

東
信
越
国
税
局
長
、
小
幡
五
朗
県
議
会

議
員
等
の
祝
辞
が
あ
り
、
式
典
を
終
了

し
ま
し
た
。

前
呂
の
第
3
回
大
洗
町
議
会
定
例
会

第
1
日
で
も
、
出
回
頭
、
「
青
色
申
告
の

町
宣
言
に
関
す
る
決
議
」
が
採
択
さ
れ
、

今
日
の
「
官
一
一
一
言
」
に
よ
り
、
名
実
と
も

に
青
色
申
告
宣
言
の
町
と
し
て
発
足
し

た
わ
け
で
、
こ
れ
か
ら
の
一
層
の
飛
躍

と
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

第準
" 3 1，愛
イ立勝

フ
ァ
イ
ヤ

i
ズ

若

浪
コ
メ
ッ
ツ

イ厨
打敢選窒人
撃関子卑

賞賞設説

白
山
宏
(
田
山
自
工
)

鬼
沢
敏
男
(
フ
ア
イ
ヤ
ズ

永
山
光
正
面
山
自
工
)

自
転
車
の
整
備
は
万
全

事
畝
防
立
を
醇
び
か
け
る

自
転
車
商
組
合
の
皆
さ
ん

去
る
叩
月
3
日
大
洗
地
区
自
転
車
商

組
合
(
古
沢
重
雄
代
表
)
8
名
に
よ
る

無
料
点
検
整
備
が
大
洗
第
一
中
学
校
と

南
中
学
校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

同
組
合
で
は
秋
の
交
通
安
全
運
動
の

一
環
と
し
て
、
中
学
校
の
自
転
車
通
学

の
生
徒
を
対
象
に
、
自
転
車
の
整
備
不

良
に
よ
る
交
通
事
故
防
止
を
目
的
と
し

て
、
一
中
叩
台
、
十
問
中
川
仙
台
の
自
転
車

を
、
ハ
ン
ド
ル
・
ブ
レ
ー
キ
‘
・
チ
ェ
ー

ン
等
、
細
い
所
ま
で
点
検
繋
備
し
、
一
一

ム
口
一
ム
口
に
点
検
整
備
し
た
ケ
所
を
記
載

し
、
自
転
車
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
ス

ト
ッ
プ
を
チ
ラ
シ
等
で
う
っ
た
え
て
い

ま
し
た
。

慨

h
r
dロ
語
的
政
懇
談
会

去
る
9
月
初
呂
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ

ー
大
会
議
室
で
昭
和
田
年
度
の
町
政
懇

談
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
刻
の
午
前
日
時
に
は
呂
頃
町
政
に

ご
協
力
を
頂
い
て
い
る
町
内
会
長
・
納

税
組
合
長
・
区
長
の
皆
さ
ん
約
別
名
が

会
場
を
埋
め
、
竹
内
町
長
の
町
政
の
職

要
説
明
で
会
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
次

い
で
、
港
湾
整
備
の
計
画
と
現
況
、
葬

儀
簡
素
化
の
再
確
認
等
に
つ
い
て
担
当

課
長
か
ら
説
明
が
あ
り
、
引
き
続
き
、

質
議
・
意
見
・
要
望
等
を
中
心
に
懇
談

に
入
い
り
終
始
熱
心
に
論
議
さ
れ
、
予

定
時
間
を
大
巾
に
超
過
し
て
閉
会
し
ま

し
た
。提
起
さ
れ
た
開
題
・
要
望
一
等
の
重
な

も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
「
永
・
髭
釜
の
中
通
り
」
の
一
方
通

行
指
定
に
よ
る
、
週
辺
住
民
の
生
活

る

ょ
の
一
小
便
さ
の
解
消
要
望
。

O
町
議
会
議
員
の
定
数
削
減
の
問
題
。

O
町
民
グ
ラ
ン
ド
の
建
設
要
望
寸

O
港
湾
区
域
内
に
子
供
達
が
楽
し
め
る

リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ

i
ン
の
建
設

要
望
。

O
冠
婚
祭
の
簡
素
化
問
題
。

大
洗
町
人
権
擁
護
委
員
の
小
野
瀬
纂

作
さ
ん
(
大
賞
町
二
八
一
番
地
)
が
こ

の
た
び
、
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

長
か
ら
表
彰
さ
れ
、
去
る
9
月
初
日
に

行
な
わ
れ
た
茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
大
会
の
席
上
で
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
地
域
の
皆
さ
ん
が
萎

本
的
人
権
を
侵
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
平

和
な
日
常
生
活
を
楽
し
め
る
よ
う
、
常

に
こ
れ
を
監
視
し
た
り
、
若
し
侵
犯
さ

れ
た
場
合
に
は
そ
の
救
済
の
た
め
に
す

み
や
か
に
適
切
な
処
護
を
講
じ
た
り
、

あ
る
い
は
又
、
自
由
人
権
思
想
の
普
及

に
努
め
た
り
な
ど
、
非
常
に
大
切
な
仕

事
を
担
っ
て
い
ま
す
。

小
野
瀬
さ
ん
は
永
年
に
一
旦
っ
て
こ
の

仕
事
に
た
づ
き
わ
り
、
現
在
、
水
戸
人

町
を
き
れ
い
に

ポ
ス
タ
ー
除
去
一
一
一
四

O
枚

立

看

板

撤

去

八

O
枚

夏
季
青
少
年
相
談
員
活
動

九
月
十
六

g
大
洗
町
青
少
年
相
談
員

定
例
会
議
(
会
長
・
青
柳
三
雄
、
相
談

員
一
ニ
十
名
)
が
関
か
れ
、
七
・
八
月
の

夏
季
期
間
の
活
動
状
況
報
告
と
今
後
の

活
動
方
針
等
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

こ
の
夏
、
青
少
年
栢
談
員
の
皆
さ
ん

が
奉
仕
活
動
さ
れ
た
中
で
、
一
電
柱
と
か

公
共
施
設
に
張
っ
て
あ
る
ポ
ス
タ
ー
除

去
三
回
三
枚
。
い
か
が
わ
し
い
立
看
板

撤
去
八
三
枚
。
不
良
雑
誌
回
収
七
五
情

な
ど
具
体
的
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の
よ
う
に

町
の
中
に
は
不
良
ポ
ス
タ
ー
、
立
看
板

は
見
当
り
ま
せ
ん
。
ど
こ
を
み
て
も
き

れ
い
で
す
。
海
水
浴
に
訪
れ
た
方
達
に

も
き
れ
い
な
町
並
み
の
印
象
を
残
し
ま

し
た
。
こ
れ
も
青
少
年
相
談
員
の
た
ゆ

み
な
い
地
道
な
活
動
の
お
陰
で
あ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
も
し
、
こ
れ
ら
の

一
、
百
万
円
也
大
洗
町
磯
浜
町
制
番
地

関
野
清
兵
衛
殿

大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議

活
動
の
た
め

一
、
弐
万
円
也
新
友
会
(
会
員
品
名
)

代
表
鈴
木
唯
之
殿

大
洗
町
青
少
年
育
成
会
議

活
動
の
た
め

一
、
五
五
、
九
一
四
円
也

卸
会
(
会
員
別
名
)

去
る
9
月
幻
臼
に
、
大
洗
文
化
セ
ン

タ
ー
大
会
議
室
で
、
「
大
洗
町
叫
青
色
申

告
宣
言
の
町
」
の
宣
言
式
典
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
青
一
色
申
告
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
自
ら
の
企
業
を
合
理
化
し
健

全
な
経
営
と
将
来
の
繁
栄
を
図
り
、
更

に
は
、
地
域
経
済
の
発
展
と
明
る
い
町

づ
く
り
に
業
献
し
よ
う
と
、
大
洗
町
青

色
申
告
宣
言
の
町
推
進
協
議
会
と
大
洗

町
が
共
催
し
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
、
朝
か
ら
小
雨
模
様
の
あ
い

に
く
の
お
天
気
で
し
た
が
、
定
刻
の
日

時
却
分
に
は
来
賓
は
じ
め
推
進
協
議
会

役
員
ら
関
係
者
約
山
名
の
皆
さ
ん
が
出

権
擁
護
委
員
協
議
会
常
務
委
員
も
努
め

ら
れ
、
精
力
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
今
回
、
そ
の
御
功
績
が
認
め
ら
れ

表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
当
町
に
は
小
野
瀬
さ
ん
の
ほ

か
、
磯
浜
地
区
に
は
高
木
一
郎
さ
ん

(
磯
浜
町
七
一
一
七
)
、
夏
海
地
区
に
は
間

口
茂
さ
ん
(
神
山
町
九
二
ご
の
お
二

人
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
、
立
看
板
が
町
中
に
べ
た
べ

た
と
張
つ
で
あ
っ
た
ら
青
少
年
に
与
え

る
影
響
な
ど
を
考
え
る
と
恐
し
く
さ
え

な
り
ま
す
。

相
談
員
の
悩
み
は
、
残
念
な
事
で
す

が
、
は
が
す
そ
ば
か
ら
張
る
立
て
る
の

繰
返
し
で
、
し
か
も
前
日
に
き
れ
い
に

し
て
も
一
夜
の
内
に
張
り
め
く
さ
れ
、

汚
さ
れ
、
中
に
は
自
己
宣
伝
の
た
ぐ
い

も
多
く
、
良
識
が
疑
わ
れ
る
と
い
う
事

で
す
。

代
表
震
国
勝
明
殿

大
洗
町
体
育
振
興
の
た
め

布

川

枚

大
洗
町
磯
浜
町
別
番
地

小
、
お
く
に
殿

長
寿
祝
の
お
礼
と
し
て
役
場

に
寄
酎
さ
れ
ま
し
た
。

雑雑

布

川

枚

大
洗
町
高
年
者
ク
ラ
ブ

神
寿
会

会
長
鈴
木
て
う
殿

役
場
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

受給者区分 受給者数 総医療費支払額 対前年比
一人当り

カ者年っさ間たんお回に数医か支払額

@ 老 人
人 円 % 円 12閏
1，447 551，163，170 112.10 380，901 

手L 児 230 18，714，530 100.88 81，367 10思

母子家庭の母子 400 32，926，163 123.91 82，315 7回

重度心身障害者 131 101，199，597 134.90 772，516 10図

@老人(所持申隈者) 65 22，909，006 122.90 352，446 11回

計 2，273 726，912，466 115.30 319，803 11回

盟
藤
一
福
祉
だ
よ
日
リ

五
十
七
年
度
⑧
老
人
臣
療
費

一
人
当
り
三
八
一
、

0
0
0円

五
十
八
年
二
月
一
白
よ
り
老
人
保
健
制
度
が
発
足
し
別
建
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
五
十
七
年
度
の
命
老
人
医
療
費
は
十
一
ヶ
月
分
支
払
い
ま
し
た
。
お
年
寄

り
ご
自
身
は
、
お
医
者
さ
ん
へ
一
円
も
支
払
い
ま
せ
ん
が
、
お
年
寄
り
に
代
っ

て
固
と
県
と
町
と
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
と
が
、
医
療
費
を
負

担
し
お
医
者
さ
ん
へ
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
く
お
年
寄
り
ゃ
家
庭
の
方
が
成
官
接
い
し
て
七
十
オ
に
な
る
と
医
療
費
は
、

「
タ
ダ
」
に
な
る
か
ら
、
健
康
保
険
よ
り
ぬ
い
て
ほ
し
い
と
申
出
が
あ
り
ま
す
が
、

お
年
寄
り
の
医
療
費
の
七
割
は
、
健
康
保
険
で
負
担
し
て
い
る
た
め
、
健
康
保

険
に
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
無
料
と
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
下

さ
い
。
五
十
七
年
度
の
総
医
療
費
は
十
一
ヶ
月
分
で
、
五
億
五
千
百
二
拾
万
円
、

一
ヶ
月
当
り
五
千
万
円
程
、
月
々
支
払
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
五
十
六
年
の

一
ヶ
月
当
り
の
支
払
額
は
四
子
五
百
万
円
程
で
し
た
か
ら
、
五
十
七
年
度
は
十

二
%
医
療
費
が
ふ
、
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
循
環
器
系
の
病
気
が
多
く
、
ま
た
い
く
つ

も
の
病
気
が
震
な
り
治
療
や
入
院
の
日
数
が
長
く
か
か
る
こ
と
が
原
因
と
み
ら

れ
て
い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
健
康
は
家
族
の
い
た
わ
り
に
よ
っ
て
保
持
さ
れ
る

も
の
で
す
。
家
族
中
が
暖
か
い
心
で
お
年
寄
り
に
接
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

五
十
七
年
度
⑬
福
祉
医
療
費

一
人
当
り
二
二
ニ
、

0
0
0円

⑮
福
祉
医
療
と
は
、
乳
児
・
母
子
家
庭
の
母
子
・
重
度
心
身
障
害
者
・
七
十

オ
以
上
の
所
得
制
限
該
当
の
お
年
寄
り
が
、
医
療
費
無
料
化
の
制
度
で
す
。
本

人
は
お
医
者
さ
ん
へ
、
一
円
も
支
払
い
ま
せ
ん
が
、
本
人
に
代
り
県
と
町
と
そ

れ
ぞ
れ
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
で
支
払
っ
て
い
ま
す
。
五
十
七
年
度
は
一

人
当
り
一
二
三

0
0
0円
か
か
り
ま
し
た
。
五
十
六
年
度
と
比
べ
る
と
二
五
%

も
増
え
ま
し
た
。
一
番
大
き
な
伸
び
を
示
し
た
の
は
、
重
度
心
身
障
害
者
の
医

療
費
で
し
た
。
障
害
者
の
方
は
病
気
が
複
雑
で
長
期
治
療
を
要
す
る
た
め
と
思

わ
れ
ま
す
。
老
人
医
療
費
と
福
祉
医
療
費
を
合
計
す
る
と
五
十
七
年
度
は
七
億

二
千
六
百
九
拾
万
円
程
支
払
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
受
給
者
別
の
医
療

費
支
払
額
は
別
表
の
通
り
で
す
。

老
人
保
健
の
重
度
心
身
障
害
者
の
一
部
負
担
金
に
つ
い
て

老
人
保
健
に
該
当
さ
れ
て
い
る
六
五
オ
以
上
の
重
度
心
身
障
害
者
(
身
障
手

帳
一
級
二
級
障
害
年
金
一
級
)
の
方
に

つ
い
て
は
老
人
保
健
の
一
部
負
担
金
(
入

院
の
場
合
一
日
三

O
O円
二
ヶ
月
間
但

し
健
康
保
険
本
人
の
場
合
は
五
十
日
間
-
)

外
来
の
場
合
、
一
ヶ
月
四
O
O円
を
お
一
一

年
寄
り
本
人
が
お
医
者
さ
ん
へ
支
払
う
費

も
の
)
は
町
が
一
肩
代
り
し
て
負
担
い
た
翼

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方
棋

は
住
民
課
国
保
係
へ
、
身
障
手
帳
・
障
法

窓
口
年
金
手
帳
・
老
人
健
康
手
帳
・
印
か
封

ん
ご
持
参
の
上
ご
申
請
下
さ
い
。
輔
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開民総ぐるみム
口
嵐
一
過
、
秋
晴
れ
と
な
っ
た
去
る

9
月
却
日
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
、
当
町
の
交
通

安
全
歩
行
パ
レ
ー
ド
が
約
刈
名
の
町
民

の
皆
さ
ん
の
参
加
の
も
と
に
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
缶
、
集
合
場
所
に
指
定
さ
れ
た

釘
文
化
セ
ン
タ
ー
協
駐
車
場
に
は
、
定

都
の

2
時
近
く
に
な
る
と
、
明
石
・
滝

口
・
ひ
じ
り
各
保
育
閣
の
可
愛
い
菌
児

達
を
は
じ
め
、
町
立
小
学
校
の
鼓
街
隊
、

バ
ト
ン
ガ

l
ル
、
県
立
大
洗
高
校
の
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
な
ど
カ
ラ
フ
ル
な
装

を
し
た
児
童
生
徒
や
、
町
内
各
種
団
体

の
皆
さ
ん
た
ち
が
続
々
と
つ
め
か
け
、

広
場
を
一
っ
ぱ
い
に
埋
め
つ
く
し
ま
し

た。
パ
レ
ー
ド
は
、
竹
内
町
長
・
深
作
議

長
の
挨
拶
に
続
き
、
町
交
通
安
全
母
の

会
会
長
の
石
井
き
み
さ
ん
の
交
通
安
全

決
議
OE--
日
に
よ
り
幕
が
き
っ
て
お
と
さ

れ
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
始
め
て
披
露

さ
れ
る
大
洗
高
校
マ

i
チ
ン
グ
バ
ン
ド

の
フ
ル
メ
ン
バ
ー
(
印
名
)
を
先
頭
に
、

色
と
り
ど
り
の
行
進
に
移
り
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
が
進
む
に
つ
れ
て
沿
道
に

は
、
道
行
く
人
や
家
々
か
ら
見
に
出
ら

れ
た
皆
さ
ん
で
沢
山
の
人
垣
が
で
き
賑

わ
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
な
が
ら
大
貫
青
年

研
修
所
前
ま
で
の
口
切
の
区
間
を
整
然

と
行
進
し
、
交
通
事
故
の
防
止
と
安
全

思
想
の
普
及
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
し

た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
大
変
ご
苦
労

様
で
し
た
。

弘、らあおお

秋
の
。
愛
の
献
血
。

運
動

れ
か
ら
も
献
出
品
の
輪
を
さ
ら
に
広
げ
保

存
血
液
の
確
保
に
協
力
し
て
ま
い
り
ま

す。

去
る
日
月
日
目
、
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
(
篠
日
産
人
会
長
、
会
員
制
名
)

の
主
催
に
よ
る
第
沼
田
自
の
か
愛
の
献

血
。
運
動
が
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
ご
協
力
下
さ
っ
た
町
民
の

皆
様
方
は
削
名
に
も
達
し
、
日
本
(
A
裂

日
本
、

B
型
泣
本
、

O
型
必
-
本
、

mm
型

日
本
)
を
採
血
し
ま
し
た
。

献
血
を
と
お
し
て
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
で
は
、
友
愛
と
覧
容
の
精
神
を
養
い
、

平
和
と
自
由
を
守
る
、
誓
い
の
も
と
こ

(3)第143号

大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
(
高
崎
誠

寿
会
長
・
会
員
訂
名
)
で
は
、
こ
の
た

び
中
央
公
民
銭
図
書
室
に
か
ロ
ー
タ
リ

ー
文
庫
と
し
て
児
童
用
図
書
(
叩
情
・

日
万
円
相
当
額
)
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

去
る
日
月
目
白
教
育
委
員
会
を
お
と

ず
れ
た
高
崎
会
長
と
関
根
富
美
雄
社
会

奉
仕
委
員
長
か
ら
竹
内
町
長
に
、
ロ
ー

タ
リ
ー
文
庫
(
児
童
用
物
語
・
童
話
・

名
作
集
・
図
画
の
教
材
国
書
等
)
の
寄

贈
自
録
が
贈
笠
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
、

関
根
委
員
長
よ
り
「
前
年
ま
で
は
各
小

学
校
に
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
ま
で
に
一
通
り
整
備
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
ほ
ど
中
央
公
民
館
に
図
書

室
が
で
き
、
小
学
生
の
利
用
者
が
ふ
え

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
児
童
図
書
が

ま
だ
未
務
備
な
の
を
開
入
れ
、
さ
っ
そ

く
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
毎
年
補
充
し

文
庫
の
充
笑
を
菌
っ
て
い
く
主
工
廷
で
す
U

と
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
、
子

供
達
の
た
め
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

去
る
八
月
二
十
八
日
大
洗
町
指
定
管

工
事
組
合
(
小
森
邑
穏
組
合
長
・
会
員

8
名
)
に
よ
る
漏
水
、
便
所
の
つ
ま

り
、
排
水
管
の
修
理
な
ど
の
奉
仕
作
業

が
夏
海
小
学
校
・
南
中
学
校
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

用
組
合
で
は
組
合
結
成
後
毎
年
、
町

立
学
校
の
奉
仕
活
動
を
続
け
て
お
り
、

今
回
も
学
校
側
の
修
理
ケ
所
に
対
し
手

ぎ
わ
よ
く
、
黙
々
と
尊
い
汗
を
流
し
て

い
ま
し
た
。

1

1

1

寄

璃

観

毎
日
の
健
康
は
家
庭
の
し
あ
わ
せ
で

す
。
大
洗
町
田
民
健
康
保
険
で
は
、
去

る
日
月
ロ
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議

室
で
健
康
家
庭
の
表
彰
式
を
行
な
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
国
民
健
康
保
健
加
入

者
で
一
回
も
お
医
者
に
か
か
ら
ず
、
し

か
も
保
険
税
を
納
期
内
に
完
納
さ
れ
た

家
庭
で
、
表
彰
さ
れ
た
健
康
家
庭
部
世

管
(
過
去
5
年
連
続
家
庭
ロ
世
帯
、
4

年
間
日
世
帯
、

3
年
間
8
世
帝
、

2
年

間
加
世
帯
、

1
年
間
沌
世
帯
)
に
竹
内

町
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

覧
1
1
1
1

ま
た
、
こ
の
あ
と
黒
田
正
(
訂
)
さ
ん

よ
り
謝
辞
が
の
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
黒

田
さ
ん
は
ご
高
齢
で
あ
り
な
が
ら
4
年

連
続
健
康
家
庭
の
表
彰
を
、
っ
け
ら
れ
、

他
の
模
範
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
回
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
、

こ
れ
か
ら
も
な
お
一
層
日
常
の
健
康
に

留
意
さ
れ
、
お
幸
せ
に
過
さ
れ
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

こ
の
あ
と
表
彰
者
会
員
を
文
化
庁
・

大
洗
町
教
育
委
員
会
、
主
催
に
よ
る
寄
席

芸
能
に
招
待
し
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等

で
お
な
じ
み
の
落
語
家
遠
の
寄
席
を
観

い
ま
、
町
立
夏
海
小
学
校
(
小
野
瀬

隆
校
長
)
で
は
、
一
輪
車
を
使
つ
て
の

ユ
ニ
ー
ク
な
体
育
指
導
を
行
な
い
、
成

果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
定
期
的
に
行
な
う
ス
ポ
ー

ツ
テ
ス
ト
の
結
果
、
最
近
の
児
童
遼
は

敏
捷
性
・
瞬
発
力
・
持
久
性
な
ど
体
力

商
で
の
弱
き
が
目
立
ち
、
そ
れ
を
補
強

す
る
た
め
、
運
動
の
最
的
増
加
と
遊
戯

性
を
ね
ら
っ
て
、
体
脊
指
導
計
画
に
一

輪
車
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
す
。
当
初
、

試
験
的
に
一
台
を
購
入
し
6
年
生
を
対

象
に
貸
出
し
た
と
こ
ろ
、
予
想
ど
お
り

興
味
を
も
っ
た
子
供
達
は
先
を
争
っ
て

積
極
的
に
取
組
み
ま
し
た
。

始
め
て
見
る
一
輪
車
に
、
と
ま
ど
い

を
み
せ
た
子
供
達
も
、
そ
こ
は
遊
び
の

天
才
た
ち
、
平
行
棒
や
登
棒
な
ど
を
利

用
し
て
の
独
習
法
を
開
発
し
、
日
十
い
子

は
一
週
間
程
度
で
忽
ち
マ
ス
タ
ー
し
、

大
い
に
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、
こ
の

楽
し
さ
を
在
校
生
達
に
引
き
継
、
っ
と
、

昭
和
訂
年
度
卒
業
生
一
同
か
ら
日
台
の

新
し
い
一
輪
車
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
感

激
し
た
学
校
側
で
は
、
早
速
、
体
育
、
王

伝
の
土
橋
克
彦
先
生
を
中
心
に
指
導
体

制
を
整
え
、
現
在
、

1
年
か
ら
6
年
ま

で
曜
日
を
決
め
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
も
解
放
し
ま
し

た
が
、
怪
我
も
な
く
成
果
を
あ
げ
、
今

で
は
3
年
生
ま
で
で
1
割
以
上
、

4
年

生
以
上
で
は
6
1
7
割
程
度
の
生
徒
が

自
由
に
乗
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ボ
ー
ル

や
縄
飛
ぴ
を
併
用
し
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に

富
ん
だ
遊
び
方
で
効
果
を
挙
げ
て
い
ま

す。

賞
し
、
健
康
家
庭
の
皆
さ
ん
ら
し
い
笑

い
の
中
に
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
す
ご
し

ま
し
た
。

中

宿

大
谷
川

石江
崎橋

四
郎
き
ん

阪T罰了

岩
下
喜
久
一

佐
々
木
き
だ
ム

宮

崎

弘

問

山

武

夫

関

口

久

子

小

倉

達

渡

辺

綱

男

繰

川

清

治

石

田

ち

ょ

加

藤

邦

行

5
年
連
続
健
康
家
庭

永干兄ヰ
寸
釜
町

角中蔵

一宿前 " " 

国
民
年
金
の
保
険
料
は

納
め
ま
し
た
か
グ

園
田
氏
年
金
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ
ん
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
も
う

す
み
ま
し
た
か
。

十
月
は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
第
三
期
分
(
昭
和
五
十
八
年
十
月
か
ら
十
二

月
分
)
の
納
付
月
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ま
だ
納
め
て
い
な
い
方
は
早
め
に

納
め
ま
し
ょ
、
っ
。

国
民
年
金
は
、
万
一
の
事
故
や
病
気
な
ど
に
よ
り
不
幸
に
し
て
、
障
害
者
や

母
子
家
庭
に
な
っ
た
場
合
、
障
壁
一
一
同
年
金
や
母
子
年
金
な
ど
の
年
金
を
支
給
し
て
、

生
活
の
保
障
を
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
る
た
め
の
条
件
と
し
て
、
保
険
料
が
納

付
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
納
め
て
い
な
い
と
、
こ
れ

ら
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
は
納
付
期
限
を
す
ぎ
て
二
年
を
経

過
し
ま
す
と
、
時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
い
ざ
老
齢
年
金
を
請
求
す
る
時
に
な

っ
て
か
ら
、
納
付
期
聞
の
不
足
に
気
づ
い
て
も
、
間

に
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
、
せ
っ
か
く
の
老
齢
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
事
態
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
、
あ
な
た

に
と
っ
て
不
利
に
な
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
の
保

険
料
は
必
ず
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
る
よ
、
?
心
が
け

ま
し
ょ
う
。国

民
年
金
保
護
セ
ン
タ
ー
シ
リ
ー
ズ
⑬

@
あ
し
東
海
道
本
線
大
塚
駅
か
ら
近
鉄
養
老
線
で
護
老
駅
下
車
。
途
中
に
標
識
あ
り
。

大
垣
駅
か
ら
養
老
駅
ま
で
近
鉄
パ
ス
の
便
も
あ
る
。
(
近
鉄
養
老
駅
か
ら
は
時
間

に
よ
っ
て
送
迎
パ
ス
の
使
も
あ
る
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
問
い
合
せ
て
お
く
と
よ
い
)

⑬
ひ
と
口
ガ
イ
ド

展
望
風
呂
か
ら
日
比
た
濃
美
平
野
の
夜
景
が
美
し
い
。
養
老
の
滝
へ
の
自
然
遊

歩
道
も
あ
り
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
を
満
喫
で
き
る
静
か
な
環
境
で
あ
る
。

@
宿
治
利
用
料
(
一
治
一
一
食
付
)

被
保
倹
者
:
:
:
j
i
-
-
-
一一一、八

O
O円

受
給
者
:
・
:
:
j
i
-
-
一
二
、
八

O
O円

一

般

:
:
:
-
j
i
-
-
四、

0
0
0円

8
予
約
申
込
み
・
問
合
せ

「
グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
養
老
」

へ
夜
一
接

千
五

O
一
二
一
二

岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町

小
倉
七
ツ
屋

T
E
L
(
O
五
八
四
一
二
)

一
一
一
一
八

グ
リ
ー
ン
ハ
イ
ツ
養
老

λ
岐
阜
県
養
老
町
)

ヰ幸i全
議T
?γ 

グリーンハイツ
養老
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財
政
健
全
化
の
推
進

第
3
回
大
洗
町
定
例
議
会
が
、
去
る
9
月
部
門
ね
か
ら
訪
日
ま
で
開
催

さ
れ
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
、

7
つ
の
特
別
会
計
を
含
む
昭
和
町
年
度

の
決
算
が
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

般
会
計
の
あ
ら
ま
し

総務費

932，865干円

(22‘5%) 

土木費
811 ，326千円
(19.5%) 

千円 % 

53，042 (1.3) 

自，3∞(0.2)
32，0∞(0.8) 
34，421 (0.8) 

31，9ω(0.8) 

18，355 (0.4) 

10，153 (0.2) 

17，191 (0.4) 

4，765 (0.1) 

356 (ー)

財産収入

寄附金

繰入金

娯楽施設利用税交付金

地方議与税

自動車取得税交付金

繰越金

使用料及ぴ手数料

交通安全対策特別交付金

県支出金

〔歳

時生

財

源

(昭和57年度末)

。大洗町財政調整碁金

(現金)…………………288，740千円

。大洗町土地開発基金

(不動産)山林…・・一……・ '15，456m'

(現金)…………・…-……5，473千円
。大洗町運動公間建設基金

(現金)……………………5，244千円

。大洗町国民年金印紙購入基金

(現金)………・ー…………2，500千円

。大洗町非常勤消防団員に係る公務災害補償金及

び退職報償金支給基金

(現金)……………………1，000千円

。大洗町無線放送更新基金

(現 金)ぃ・一...........一......5，871千円

金基
(単位:千円)

決 算 客員
翌年度へ

il: 計 名 歳 入(刈 歳 出 (B) 差 ヲi 繰越すべ 実質収支

金 額 i収入率 /玉ft 害真 執行率 (A) - (B) き財 j原

国民健康保険特別会計 1，144，581 100.7 1，058，176 93.1 86，405 86，405 

収益的 296，500 97.8 275，318 77.9 21，182 21，182 
水道事業会計

資本的 37，652 92.7 98，759 87.2 ム61，107 ム61，107

地方卸売市場冷凍 収益的 54，696 97.0 46，625 92.0 8，071 8，071 

冷蔵事業会計 資本的 5，720 100.0 ム 5，720 ム 5，720

老人保健特別会計 56，324 97.9 56，323 97.8 1 l 

桜道土地区画主主理事業会計 131，735 85.7 131，550 85.5 185 184 1 I 

公 平 委 員 il: ミ 4，823 107.8 4，052 90.5 771 771 

サイクリングターミナル特別会計 18，2321 87.5 16，612 79.7 1，620 1，620 

特期金書十の決算状況

i
l
主
本
建
設
事
業
(
一
融
会
計
)

O
原
子
力
広
報
安
全
等
対
策
事
業
・
:
・
:
・
:
一
四
、
七
五
五
千
円

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
2
階
建

O
町
民
会
館
建
設
事
業
:
:
:
:
:
:
j
i
-
-
-
三
六
O
、
九
八
O
千
円

一
二
九
五
二
了
九
七
六

U

八
反
岡
地
区
用
水
路
工
事

O

八
反
田
地
区
子
害
対
策
事
業
:
・
:
:
・
・
:
・
一
、
四
O
O
千
円

O
農
道
整
備
卒
業
・
....................... ，
 

•••••• 

・・五、

剣
崎
地
区
農
道
舗
装
工
事
・
石
神
大
道
地
反
舗
装
工
事

O
松
川
漁
港
建
設
事
業

:
:
:
j
i
-
-
:
:
:
:
二
O
、

0
0
0
千
円

一一
O
O
千
円

鍛
装
及
び
排
水
溝
祭
備
事
業

。
罰7
道
整
備
事
業

)L 

)L 
五
[ll! 
千
円

O
大
洗
港
建
設
事
業
j
i
-
-
:
:
j
i
-
-
:
:
一
九
四
、

大
洗
港
建
設
事
業
負
担
金

二
七
三
千
円

(
国
庫
補
助
事
業
)

O
M
依
道
土
地
区
画
整
理
事
業
:
:
:
:
・
:
・
:
六
O
、

0
0
0
千
円

O
都
市
下
水
路
整
備
事
業
・
:
:
:
:
:
:
:
:
:
:
七
、
五
O
O
千
円

都
市
下
水
路
整
備
事
業

第
一
一
概
中
層
耐
火

4
階
建

O
前
涼
町
営
住
宅
建
設
事
業
:
・
:
:
:
:
:
一
二
七
、

16 
戸

延

一一

0
・
八
八
ぽ

O
中
央
公
民
館
建
設
事
業
・
:
・
:
:
:
:
:
:
:
一
五
一
一
一
、
二
一
九
千
円

(
繰
越
明
許
費
)

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
2
階
建

%
 

円平lQ
O
 

間
四費議

問

門

司

t

i

-

nv

一

昭
和
計
年
度
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
に
お
い
て
、
四
、
一
八
O
、
一
一
一
二
六
千
お
「

円
、
歳
出
に
お
い
て
回
、
一
五
八
、
由
一
五
千
円
で
、
こ
れ
は
、
前
年
度
決
算
額
と
比
悩
I
・e-一

較
し
て
み
る
と
、
歳
入
で
七
一
、
九
二
八
千
円
一
・
八
%
、
歳
出
で
八
八
、
一
五
九
千
労
「

円

ニ

・

二

%

と

そ

れ

ぞ

れ

場

と

な

っ

て

い

る

。

同

歳
入
の
財
源
構
成
を
み
る
と
依
存
財
源
が
一
、
七
一
一
六
、
九
二
六
千
円
で
全
体
の
凹
的

了
一
一
一
%
(
前
年
度
四
六
・
凹
%
)
白
、
王
財
源
が
二
、
四
五
三
、
四
O
O
子
円
で
五
八
・
七
性
問
壁
内

1
4
n
A
m
エ
レ
)

%

(

前

年

度

五

三

・

六

%

)

と

な

っ

て

い

る

。

融

邸

側

凶

一

同

依
存
財
源
の
主
な
る
も
の
は
、
地
方
交
付
税
七
四
二
、
O
二
一
九
千
円
一
七
・
八
%
国
組
4
M
W

庫
支
出
金
三
七
七
、
九
O
九
千
円
九
・
O
%
、
県
支
出
金
一
六
O
、
O
九
八
千
円
三
・
八
、
J

%
、
地
方
債
一
二
九
一
、
八
O
O
子
円
九
・
四
%
、
そ
の
他
五
五
、
O
八
O
千
円
了
三
%
山
山

で
あ
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
(
前
年
度
比
一
九
・
一
一
%
増
)
に
お
い
て
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
し
歳

尿
処
理
施
設
建
設
に
係
る
事
業
費
補
正
と
新
ら
た
に
港
湾
事
業
も
事
業
費
補
正
に
算

r
k

入
さ
れ
、
さ
ら
に
、
日
年
度
借
入
れ
た
退
職
手
当
債
が
特
別
交
付
税
に
算
入
さ
れ
た

こ
と
に
よ
る
増
で
あ
る
。

%
η
υ
η
υ
幻

υ

ま
た
、
、
王
な
歳
入
を
科
目
別
に
み
る
と
、
町
税
は
一
、
六
六
八
、
二
七
二
千
円
で
歳
臼
仏

ω
仏

何

ω

入
総
額
の
三
九
・
九
%
(
前
年
度
三
七
・
七
%
)
を
占
め
て
お
り
前
年
度
と
比
較
す
る
と
問
問
制
問
湖
四
国

一
一
八
、
二
八
九
千
円
七
・
六
%
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
交
付
税
は
、
七
四
二
、
O
払
仏
民
仏
札

A
H

三
九
千
円
(
う
ち
、
特
別
交
付
税
二
二
O
、
七
六
三
千
円
)
一
七
・
八
%
(
前
年
度
一
五
・

二
%
)
で
あ
り
、
一
一
九
、
三
九
二
千
円
一
九
・
二
%
の
増
で
あ
る
。

国
産
支
出
金
は
、
一
二
七
七
、
九
O
九
千
円
の
九
・
O
%
(
前
年
度
一

0
・

二

%

)

で

西

料

金

一
、
六
五
O
千
円
九
・
九
%
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
三
九
一
、
八
撒
純
金
入
入
金

0
0千
円
で
九
・
四
%
(
前
年
度
一
四
二
一
%
)
と
前
年
度
に
比
較
し
て
一
九
O
、
六
O
W
即

越

収

収

加

。

千

円

の

減

と

な

っ

て

い

る

。

諸

収

入

に

つ

い

て

は

、

原

子

力

地

域

整

備

事

業

協

力

酬

蛤

産

金

等

の

増

額

に

よ

り

、

四

二

八

、

一

一

二

二

千

円

一

O

三

%

(

前

年

度

六

四

%

)

と

前

日

繰

諸

;

年
度
に
比
較
し
て
一
六
七
、
二
八
六
千
円
六
四
・
一
%
の
培
と
な
っ
て
い
る
。

歳
出
を
性
質
別
に
分
析
し
て
み
る
と
、
ま
ず
投
資
的
経
費
が
て
四
七
二
、
六
七
O

千
円
で
、
歳
出
総
額
の
三
五
・
四
%
(
前
年
度
三
六
・
O
%
)
を
占
め
、
前
年
度
に
比
較
円

し
て
六
、
一
O
二
千
円
で

0
・
閉
%
の
減
で
あ
る
。
ま
た
、
前
年
度
と
比
較
し
て
伸
一
ひ
蛤
叫
酬

を
示
し
た
も
の
は
、
補
助
費
等
一
二
O
一
、
六
九
四
千
円
七
二
一
一
%
(
前
年
度
手
八
%
)
肢
号
刊

で
伸
び
率
二
八
・
五
%
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
し
尿
処
理
建
設
事
業
負
担
金

及
ぴ
水
一
戸
地
方
農
業
共
済
組
合
負
担
金
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
問

公
債
費
が
間
二
一
、
三
三
四
千
円
九
・
九
%
(
前
年
度
六
・
八
%
)
で
伸
ぴ
率
二
二
二
%
金
鵬
加

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
昭
和
問
年
度
に
借
入
れ
た
職
員
退
職
手
当
債
七
六
、

0
0

控
拡
川

O
千
円
を
繰
上
げ
償
還
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
繰
出
金
一
面
、
九
九
四
千
円

0
・
四
%
(
前
年
度

0
・
六
%
)
で
、
四

0
・
一
二
%
の
減
と
な
っ
て
い
る
が
、
国
保
会
計

で
対
前
年
度
比
八
、

0
0
0千
円
の
減
、
地
方
卸
売
市
場
、
農
業
共
済
特
別
会
計
へ

の
繰
出
し
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
物
件
費
に
つ
い
て
は
、
三
四
O
、
二
四
六
千
円
八
・
二
%
(
前
年
度
七
・
二
%
)

で
前
年
度
に
比
較
し
て
、
四
六
、
六
五
六
千
円
一
五
・
九
%
の
唱
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
、
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
に
伴
う
運
営
維
持
費
等
が
主
な
も
の
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
人
件
費
に
つ
い
て
は
、
一
、
二
九
一
二
、
七
七
一
一
一
千
円
三
了
一
%
(
前
年
度
三
、
J

五
・
由
%
)
で
前
年
度
に
比
較
し
て
一
四
八
、
四
一
二
一
千
円
一

0
・
三
%
の
減
と
な
っ
て

1
p

い
る
が
、
こ
れ
は
、
同
年
度
末
に
お
い
て
お
名
の
退
職
及
び
計
年
度
に
全
職
長
の
三

ヶ
月
昇
給
延
伸
と
職
員
手
当
の
是
正
等
、
人
件
費
の
抑
制
に
努
め
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

町
道
排
水
及
び
舗
装
事
業

4
喝

二
O
一
千
円

l 
f束

一
、
二
三
六
・
八
六
二
百

町
営
前
原
住
宅

d
匂
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叩
鴻
勝
だ
よ
り

意
識
を
失
つ

た
ら
す
ぐ
気
道
確
保
を

片
手
を
入
れ
持
ち
上
げ
る
よ
う
に

し
、
他
方
の
手
を
ひ
た
い
に
当
て
頭

を
後
ろ
に
曲
げ
る
よ
う
に
す
る
。
た

だ
し
こ
の
方
法
は
頚
椎
に
損
傷
の
あ

る
と
き
は
や
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

O
気

道

確

保

の

必

要

性

意
識
の
な
い
と
き
は
、
何
よ
り
も

先
に
気
道
(
呼
吸
を
す
る
と
き
に
空

気
の
通
る
道
の
こ
と
)
の
確
保
を
し

て
や
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
急
病
」
や
「
ケ
ガ
」
等
で
、
意
識

を
失
う
と
「
首
」
や
「
ア
ゴ
」
「
舌
」
の

力
が
抜
け
、
舌
が
の
ど
の
奥
を
家
一
ぐ

と
同
時
に
空
気
の
通
り
道
も
塞
い
で

し
ま
い
ま
す
。

呼
吸
が
止
ま
る
と
通
常
4
分
1
8

分
で
心
臓
も
止
ま
っ
て
死
亡
し
て
し

ま
い
ま
す
。
し
か
も
こ
の
状
態
は
外

か
ら
見
た
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
も

の
で
す
。

呼
吸
を
回
復
す
る
た
め
に
は
、
自

然
に
空
気
の
通
り
道
を
開
き
、
自
由

に
空
気
が
出
入
り
す
る
よ
、
つ
に
す
る

こ
と
で
す
。

"'11 
らあ

O
気

道

確

保

の

し

か

た

お

あ
お
向
け
に
寝
か
せ
、
首
の
下
に

お

⑫③⑮ 
⑮⑫ 
⑧ 

(5)第143号

口
を
あ
け
て
そ
の
中
を
み
る
。
ロ

の
中
に
血
や
吐
き
物
な
ど
が
つ
ま
っ

て
い
た
ら
す
ぐ
指
で
か
き
出
す
。
た

だ
し
、
ぬ
る
ぬ
る
し
て
う
ま
く
い
か

な
い
場
合
は
、
指
に
ハ
ン
カ
チ
や
布

を
巻
い
て
か
き
だ
す
と
よ
い
。

[町民の皆さんのご投稿を]
歓迎します。

町
議
会
定
数
是
正
へ
の
提
言

民
主
政
治
は
町
民
の
町
民
に
よ
る
町

民
の
為
の
政
治
で
あ
る
事
あ
た
り
前
の

古
学
で
あ
る
。
亦
町
民
の
一
言
い
た
い
事
を

云
う
事
も
大
切
で
あ
る
。
一
言
い
た
き
事

一
玄
は
ざ
る
は
腹
ふ
く
る
る
業
な
り
と
は

古
人
の
一
言
で
あ
る
。

現
在
マ
イ
ナ
ス
シ

l
リ
ン
グ
と
か
人

勧
凍
結
と
か
行
政
改
革
法
の
成
立
も
近

近
あ
る
様
で
あ
る
。

議
会
は
人
勧
凍
結
前
に
率
先
範
を
乗

る
べ
き
で
あ
る
。

大
洗
町
の
人
口
は
年
々
減
少
し
つ
つ

あ
り
二
万
人
の
人
口
比
、
十
八
名
、
二

十
名
の
定
数
が
妥
当
で
あ
る
と
考
、
会
。

又
定
数
減
に
よ
り
議
会
の
機
語
は
何
等

O
応
急
手
当

一
、
頭
を
静
か
に
後
ろ
に
十
分
反

ら
せ
る
。

二
、
下
顎
を
ひ
い
て
口
を
あ
け
て

中
を
み
る
。

一
二
、
血
液
や
そ
の
他
、
口
の
中
の

も
の
を
拭
き
と
っ
て
き
れ
い
に

す
る
。

四
、
怠
を
し
て
い
る
か
ど
っ
か
を
、

自
界
と
口
に
手
の
ひ
ら
を
あ
て
て

調
べ
る
。

※
阪
吐
し
て
い
た
り
、
口
の
中

か
ら
出
血
し
て
い
る
と
き
は
横

向
け
の
姿
勢
に
す
る
。

支
障
を
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
な
い
。

小
数
精
鋭
主
義
に
徹
す
べ
き
で
あ
る
。

高
度
成
長
の
時
代
は
去
り
町
民
の
生
活

も
楽
で
な
く
税
金
の
引
下
が
な
さ
れ
れ

ば
幸
で
あ
る
、
他
に
も
積
々
輝
一
由
、
問

題
も
あ
ろ
う
が
、
之
が
実
現
す
れ
ば
町

民
の
福
祉
の
向
上
の
為
に
貢
献
す
る
処

大
な
り
と
考
え
る
。

大
賀
町

荻
沼
政
太
郎
生

ぢ
い
ゃ
ん

磯
浜
町

A
-
O生

「
ぢ
い
ゃ
ん
、
く
た
び
れ
た
ん
べ
、
代

っ
て
や
る
か
ら
一
服
し
な
よ
」
も
う

ω

に
手
が
と
ど
こ
う
と
す
る
自
分
な
の
だ

が
、
一
万
来
、
頑
丈
な
方
な
の
で
、
昔
な

じ
み
の
知
人
に
頼
ま
れ
、
バ
イ
ト
で
や

っ
て
い
る
運
送
局
大
引
ト
ラ
ッ
ク
へ
の

荷
の
積
み
降
し
作
業
も
な
ん
と
か
こ
な

す
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
や
は

り
年
は
競
え
な
い
、
却
-
M
W

分
も
す
ぎ

る
と
、
大
部
く
た
び
れ
て
く
る
の
は
い

な
め
な
い
。
(
一
怠
入
れ
た
い
な
あ

l
)

と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
へ
、
こ
の
恵
み

通
常
の
意
識
の
あ
る
常
態

意
識
が
な
く
な
る
と
舌
が
き
が
っ

て
気
道
を
ふ
さ
ぎ
、
呼
吸
が
で
き
な

く
な
る
。

の
こ
と
ば
で
あ
る
。
輸
送
車
運
転
が
専

門
職
の
、
若
い

S
君
が
、
休
憩
案
か
ら

タ
バ
コ
を
く
わ
え
な
が
ら
出
て
き
て
、

そ
う
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

「
あ
り
が
と
う
、
す
ま
ね
え
な
」
素
直

に
受
け
て
心
か
ら
礼
を
い
い
、
傍
は
ら

の
手
頃
な
荷
の
一
つ
に
腰
を
下
し
、
タ

バ
コ
に
火
を
つ
け
た
。

そ
し
て
「
フ
ト
」
考
え
た
。
(
ぢ
い
ゃ

ん
)
い
ま
S
君
が
親
し
く
呼
ん
で
く
れ

た
こ
と
ば
で
あ
る
。
自
分
も
幼
な
い
こ

ろ
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
使
っ
て
き
た
こ
と

ば
だ
な
あ
|
、
と
な
つ
か
し
く
思
い
出

す
。
そ
れ
は
若
い
者
(
物
心
つ
い
た
子

供
も
含
ま
れ
る
と
思
う
)
が
自
分
の
父

親
ぐ
ら
い
の
年
輩
に
な
る
、
よ
そ
の
お

ぢ
ち
ゃ
ん
を
呼
ぶ
愛
称
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
そ
れ
は
吾
が
郷
土
大
洗
町
以

外
で
は
、
あ
ま
り
耳
に
で
き
な
い
こ
と

ば
で
あ
る
。
方
一
一
世
田
か
も
し
れ
な
い
。
し

か
し
私
は
思
、

7
1
1よ
そ
の
郷
の
人
達

に
は
ピ
ン
と
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
、

し
か
し
こ
の
然
か
い
こ
と
ば
の
中
に
は
、

一

1
パ
パ
汁

H
リ

川

j

)

つ
け
ら
れ
る
様
に
痛
み
、
心
臓
の
と
一

一

嶋

崎

暗

闇

」

⑫

ま

り

そ

う

な

不

安

感

に

お

そ

わ

れ

る

一

発
作
を
狭
心
症
の
発
作
と
云
い
ま
一

一
痛
み
に
つ
い
て
(
そ
の
思
す
。
狭
心
症
そ
の
も
の
の
場
合
と
心
一

筋
梗
袋
一
の
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。
ぃ
一

一

①

胸

痛

ず

れ

に

し

て

も

心

臓

そ

の

も

の

か

ら

一

一
全
身
の
中
で
も
、
胸
に
は
心
滅
と
起
る
胸
痛
は
ほ
と
ん
ど
が
狭
心
症
か
一

一
姉
が
あ
る
た
め
生
命
と
直
結
し
た
感
心
筋
梗
塞
で
す
。
ご
く
ま
れ
に
は
心
一

一
じ
め
強
い
場
所
で
す
。
ど
ち
ら
に
故
の
う
炎
な
ど
特
殊
な
も
の
も
あ
り
ま
一

一
障
が
起
っ
て
も
重
大
問
題
で
す
か
ら
す
。
狭
心
症
で
も
心
筋
梗
塞
で
も
な
一

一
胸
痛
も
そ
の
不
安
に
結
び
つ
き
や
す
く
、
よ
う
す
る
に
心
臓
の
不
安
か
ら
一

一
い
の
が
当
然
で
す
。
そ
し
て
事
実
胸
狭
心
症
の
よ
う
な
苦
痛
を
起
す
も
の
一

一
痛
の
中
で
も
も
っ
と
も
危
険
な
の
は
に
精
神
神
経
症
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
一

一
心
筋
梗
塞
に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
れ
は
心
臓
の
病
気
で
は
な
く
心
臓
を
気
一

一
は
死
の
恐
怖
を
伴
う
強
烈
な
苦
痛
で
に
し
て
な
る
心
の
病
気
で
す
。
又
肋
一

一
一
回
の
発
作
で
た
だ
ち
に
生
命
に
か
膜
の
影
響
の
及
ぶ
と
き
胸
痛
が
起
こ
一

一
か
わ
る
こ
と
も
決
し
て
少
な
く
あ
り
り
ま
す
。
骨
が
痛
む
と
き
は
多
く
は
一

一
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
方
で
は
不
安
ケ
ガ
が
も
と
の
こ
と
が
多
い
と
云
え
一

一
な
感
覚
の
わ
り
に
は
さ
程
病
的
で
は
ま
す
。
肋
骨
の
骨
折
や
小
さ
な
ヒ
ピ
一

一
な
い
胸
痛
も
い
く
ら
で
も
あ
り
ま
す
。
が
入
る
程
度
で
も
胸
痛
は
出
ま
す
一

中
そ
れ
も
胸
苦
し
い
と
云
う
感
じ
を
胸
し
、
い
わ
ゆ
る
ゴ
ル
フ
骨
折
は
ふ
つ

一
痛
と
訴
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
時
う
背
中
の
左
側
に
起
り
易
い
の
で
す
一

一
に
は
神
経
痛
の
よ
う
に
痛
む
と
い
う
が
こ
れ
が
肋
骨
に
起
れ
ば
胸
痛
の
原
一

一
形
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
又
原
因
の
因
と
な
り
ま
す
。
又
肋
間
神
経
痛
と
一

一
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
も
少
く
あ
り
み
な
さ
れ
る
も
の
が
少
く
あ
り
ま
せ
一

一
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
重
大
な
病
気
の
な
ん
。
む
ろ
ん
そ
の
原
田
に
炎
症
変
形
一

一
い
こ
と
は
明
ら
か
で
も
痛
み
そ
の
も
打
撲
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
又
危
険
一

一
の
の
理
由
は
つ
か
め
な
い
と
い
う
わ
な
も
の
と
し
て
解
離
性
大
動
脈
熔
、
一

一
け
で
す
。
そ
ん
な
持
病
気
と
無
関
係
食
道
が
ん
、
横
隔
膜
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
一

一
の
胸
痛
が
い
く
ら
で
も
起
り
得
る
こ
も
あ
り
ま
す
。
心
筋
梗
塞
を
腹
痛
と
一

一
と
を
納
得
出
来
な
い
と
と
か
く
不
安
し
て
感
じ
る
人
が
い
る
様
に
胸
痛
、

一
の
残
っ
た
ま
ま
に
な
る
こ
と
が
問
題
た
と
え
ば
腎
、
肝
臓
、
た
ん
の
う
、

一
で
す
。
そ
の
為
心
臓
神
経
症
に
な
っ
す
い
ぞ
っ
、
腸
な
ど
の
場
合
が
あ
る
一

一
た
り
腕
が
ん
恐
怖
症
に
お
ち
入
っ
た
の
で
医
師
に
み
て
も
ら
い
原
因
を
つ
一

一
り
す
る
人
も
い
ま
す
。
き
と
め
て
も
ら
う
方
が
た
し
か
で
し
一

一

②

胸

痛

を

起

す

原

因

ょ

う

。

(

つ

づ

く

)

一

一

川

心

臓

の

病

気

〔

大

洗

医

師

会

・

提

供

〕

一

一
胸
の
真
ん
中
あ
た
り
が
急
に
し
め

な
ん
と
も
い
え
な
い
親
し
み
と
愛
情
、

そ
し
て
先
輩
を
敬
ま
う
と
い
う
気
持
ま

で
が
、
に
じ
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
一
宮
口

う
人
も
、
き
く
人
も
、
こ
の
こ
と
ば
の

や
り
と
り
に
よ
っ
て
、
ご
く
点
同
然
に
、

心
と
心
と
が
ふ
れ
あ
い
、
な
ご
や
か
な

気
分
に
ひ
た
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
と
。
(
ち
い
ゃ
ん
)
方

一
言
で
あ
っ
て
も
い
い
。
せ
め
て
郷
土
の

人
達
だ
け
で
も
、
こ
の
短
い
こ
と
ば
の

な
か
に
ひ
め
ら
れ
た
味
と
、
ゆ
か
し
さ

を
理
解
し
、
し
み
じ
み
と
か
み
し
め
て

ほ
し
い
と
願
う
。
そ
し
て
私
達
は
吾
が

郷
土
に
培
わ
れ
、
育
ば
ぐ
ま
れ
た
、
大

切
な
こ
と
ば
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
呼

ぴ
伝
え
ら
れ
て
ゆ
く
こ
と
を
、
心
か
ら

念
じ
て
や
ま
な
い
郷
土
の
一
人
で
あ
る
。

(
ど
れ
や
る
か
な
)
吸
い
終
っ
た
タ
バ

コ
の
火
を
、
地
下
タ
ビ
で
も
み
消
し
、

元
気
に
立
上
り
「
S
君
あ
り
が
と
う
、

代
る
よ
L

心
か
ら
札
を
一
言
い
も
と
の
仕

事
に
戻
っ
た
が
、
以
前
よ
り
仕
事
に
精

が
で
る
の
が
不
思
議
で
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
で
、
明
か
り
を
絶
や
さ
な

い
た
め
に
ρ

夜
な
べ
H

を
す
る
人
た

夜
な
べ
|

i
知
っ
て
は
い
て
も
、
ち
が
い
ま
す
。
灯
台
守
で
す
。
灯
台

今
で
は
口
に
出
し
て
使
う
こ
と
の
ほ
守
の
厳
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
は
、
映
画

と
ん
ど
な
く
な
っ
た
一
言
葉
の
一
つ
で
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
無
人

す
。
勉
強
の
二
夜
漬
け
H

や
マ

l

化
が
進
み
、
全
国
に
二
千
五
百
五
十

ジ
ャ
ン
で
「
徹
夜
」
す
る
こ
と
は
あ
二
か
所
(
五
十
八
年
三
月
現
在
)
あ

っ
て
も
、
夜
中
ま
で
手
仕
事
な
ど
に
る
灯
台
の
う
ち
、
有
人
灯
台
は
わ
ず

精
を
出
す
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た
か
か
九
十
一
か
所
に
な
り
ま
し
た
。

ら

で

し

ょ

う

か

。

そ

し

て

灯

台

そ

の

も

の

も

変

わ

っ

夜

な

べ

と

い

う

言

葉

の

て

、

光

を

出

す

だ

け

で

な

語

源

を

辞

書

で

見

る

と

、

守

見

く

、

音

波

や

電

波

を

使

つ

二

つ

の

考

、

ぇ

方

が

あ

る

よ

《

て

位

置

を

知

ら

せ

る

も

の

う

で

す

。

一

つ

は

「

同

性

一

ヲ

‘

も

あ

り

ま

す

。

夜

ニ

延

ベ

テ

時

間

ヲ

補

フ

十

一

月

一

日

は

灯

台

記

コ
ト
」
(
大
一
言
海
)
。
つ
ま
担
{
輔
副
念
日
。

り
「
夜
延
べ
」
が
夜
な
べ
、

de

か
が
り
火
や
油
紙
で
問
問

に

な

っ

た

と

い

う

も

の

。

っ

た

灯

火

|

|

い

わ

ゆ

る

も

う

一

つ

は

「

夜

、

鍋

を

紅

建

和

式

灯

台

に

代

わ

っ

て

、

か

け

て

夜

食

を

と

り

な

が

コ

守

日

本

で

最

初

の

洋

式

灯

台

ら

仕

事

を

す

る

こ

と

に

よ

で

あ

る

観

音

埼

灯

台

(

神

る
と
い
う
」
(
広
辞
苑
)
。
こ
ち
ら
は
奈
川
県
)
が
着
工
し
た
の
が
こ
の
日

「
夜
鍋
」
に
由
来
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
。い
ず
れ
に
し
ろ
、
夜
な
べ
は
歳
時

記
で
は
秋
の
季
題
。
品
目
の
農
村
で

は
、
秋
の
夜
長
に
男
は
縄
な
い
や
ム

シ
ロ
編
み
な
ど
を
、
女
は
糸
つ
む
ぎ
、

針
仕
事
な
ど
を
し
た
も
の
で
す
。
こ

ん
な
と
き
の
明
か
り
は
、
鍋
が
か
か

っ
た
イ
ロ
リ
の
火
だ
っ
た
か
も
知
れ

税
を
知

る
週
間

国
は
、
私
た
ち
国
民
が
豊
か
で
安

定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
、
つ
に
、

幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
金
は
、
国
が
活
動
す
る
た
め
の

大
切
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
税
金
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み

ゃ
、
使
い
み
ち
な
ど
を
皆
さ
ん
に
十

分
に
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
正
し
い

申
告
と
納
税
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

そ
こ
で
、
国
税
庁
で
は
昭
和
四
十

九
年
か
ら
「
税
を
知
る
週
間
」
を
設

け
て
お
り
ま
す
。

十
年
目
に
当
た
る
今
年
も
、
十
一

月
十
一
日
(
金
)
か
ら
十
七
日
(
木
)
ま

で
を
「
税
を
知
る
週
間
」
と
し
、
こ

の
期
間
中
三
」
の
社
会
あ
な
た
の
税

が
生
き
て
い
る
』
を
メ
イ
ン
テ
!
?

に
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど

を
通
じ
た
座
談
会
や
デ
パ
ー
ト
な
ど

で
の
臨
時
税
務
相
談
、
税
金
展
の
開

設
な
ど
各
穣
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
税
金
に
つ
い
て
困
っ
た
と

き
や
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
税
を
知

る
週
間
中
に
限
ら
ず
最
寄
り
の
税
務

署
・
税
務
相
談
室
へ
お
気
軽
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。



ら通う 第143号 (6)

老

人

呆

健

診

査

昭
和
問
年
度

4

3

4

守
(
催
告
)
通
知
書

結
核
レ
ン
k
h
ケ
ン
検
許

老
人
保
健
法
及
び
結
核
予
防
法
の
規
定
に
よ
り
健
康
診
断
を
去
る
9
月
実
施

し
ま
ー
し
だ
が
、
い
ま
だ
受
け
て
い
な
い
か
だ
が
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
必

ず
も
よ
り
の
会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

老
人
健
康
診
査
は
血
圧
測
定
・
尿
検
査
(
蛋
白
・
糖
尿
・
潜
血
)
を
実
施
し

併
せ
て
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
訟
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
結
核
・
腕
ガ
ン
・
心

蔵
病
の
早
期
発
見
が
出
来
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
検
診
済
の
方
に
通
知
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
方
の
手
速
い
で

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

〔
レ
ン
ト
ゲ
ン
日
程
表
〕

も百お害事

月日

松

民

百1;1
間

月日

時

O
実
施
要
項

該
当
者
は
、
町
内
に
居
住
し
、
昭
和
問
年
4
月
以
降
胸
部
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

査
を
受
け
て
い
な
い
満
日
歳
以
上
の
者
(
た
だ
し
、
学
校
に
在
学
中
の
者
及
ぴ

職
場
で
定
期
的
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
者
・
結
核
患
者
・
妊
娠
中
の
者
は
徐
く
)

で
す
。

昭手1158年11Fl 1臼

会

場

ノ¥
古

士量

12月 8 日体)

午
前

9

m

l
m
却
分

藤

本

塗

装

庖

脇

一

午

前

m-ω

(
新
町
)
一

j
u
・
初
分

第
一
消
防
岡
山
詰
所
下
一
午
後
1

・
ω

(
一
了
日
)
一

3
1
2

・
初
分

丸

{

不

水

産

前

一

午

後

2

・叫

(
開
明
神
町
)
一

J

3
・

刊

ω
分

松
ケ
丘
住
宅
集
会
場
前
(
祝
町
)

午
前
9

・初

l
m
・
鈎
分

〔
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
・
糖
尿
・
潜
血
)

を
し
ま
す
。

東
光
台
地
区
公
民
銭
前

午
前
日
必
i
u
・
必
分

(
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
・
糖
尿
・
潜
血
)

を
し
ま
す
。

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

午
後
I
'
m
-
3

犯
分

〔
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
・
糖
尿
・
湾
血
)

を
し
ま
す
。

れ
り
H
μυν 

大
洗
町
農
協
的午
前
刊
日
l
u

部
分

〔
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
・
糖
尿
・
浴
血
)

を
し
ま
す
。

大
賞
集
洛
セ
ン
タ
ー
前
(
角
二

午
後
1

羽

1

3
・
泊
分

〔
注
)
尿
検
査
(
蛋
白
・
糖
尿
・
滋
血
)

を
し
ま
す
。

大
洗
町
青
年
研
修
所
内

午
前
9

ぬ
l
H

犯
分

〔
注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
・
糖
尿
・
潜
血
)

を
し
ま
す
。

岡

村

整

骨

院

前

一

午

後

1

・却

(
桜
道
)
一

J

2

・
却
分

亀

山

魚

歳

前

一

午

後

2
-
判

(
永
町
)
一

1
3
・
ω分

伊

藤

陶

器

底

前

一

午

前

9

・却

(
永
町
)
一

l
m
-
m
分

関

忠

前

一

午

前

叩

・

却

(
永
町
)
一
!
日
・
泊
分

大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー
前

午
後
l

，
ぬ
1

3

ぬ
分

注
〕
尿
検
査
(
蛋
白
・
糖
尿
・
潜
血
)

を
し
ま
す
。

大
洗
町
水
道
事
務
所
前

1鈴日月12 

※
若
人
保
健
法
に
よ
り
、
川
叫
歳
か

ら

ω歳
ま
で
の
方
は
、
尿
検
査

(
蛋
白
・
糖
尿
・
潜
忠
)
を
行
な
い

ま
す
。

江
橋
湖
三

BB
両
弁
護
士
に

水

口

二

良

⑧
と
こ
ろ 無料

巡
間
開
法
律
椙
談
所
開
設

法
律
問
題
・
家
庭
内
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
困
り
の
方
は
、

気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

@

と

き

ロ

月

2
日
(
金
)
午
前
日
時
J
午
後
3
時

大
洗
町
役
場
(
三
階
会
議
室
)

主
催
財
団
法
人
法
律
扶
助
協
会

a 月12 12月 6 日(火)12月 7 日(1)<)

ど
な
た
で
も
お

関

電
話
料
金
の
お
支
払
い
は

「
自
動
支
払
い
」
で

-

i

か
ん
た
ん
な
手
続
き
だ
け
で
、
あ
と
は
す
べ
て
自
動
支
払
い
。
あ
な
た
は

期
日
を
気
に
し
た
り
、
毎
日
足
を
運
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ー
ー

@
毎
月
、
請
求
書
を
電
話
局
か
ら
直
接
お
取
引
き
の
銀
行
・
信
用
金
庫
な
ど
へ

送
り
ま
す
。

⑧
銀
行
・
信
用
金
庫
な
ど
で
は
、
支
払
い
期
日
に
あ
な
た
の
預
金
口
座
か
ら
電

話
局
へ
振
り
替
え
て
支
払
い
ま
す
。

@
あ
な
た
の
口
座
か
ら
振
り
替
、
え
た
領
収
書
は
電
話
局
か
ら
郵
送
し
ま
す
。
こ

の
際
に
、
併
せ
て
次
回
振
り
替
え
の
電
話
料
金
も
事
前
に
ご
案
内
い
た
し
ま

す。
*
お
申
し
込
み
は
、
取
引
先
の
銀
行
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
漁
協
・
農
協

ま
た
は
電
話
局
ま
で
ど
う
ぞ
。
(
通
帳
と

'r
市
山
川
崎
げ
吐
ぜ
/
蜘

一

一

川

割

、

J
H
'
¥
J

支

通

帳

に

ご

使

用

品

か

ん

を

ご

持

参

く

、

(

戸

ト

ホ

l
閥

だ

さ

い

。

)

今

己

C

j
叩

主

義

電

話

局

6
品。一一

ハむ
l
l
つU
Q
d
q
υ
1
i

、ー

/
A
Mれ
ー
し
}

郵
便
局
で
は
、
昭
和
五
十
九
年
新
年
沼
お
年
玉
っ
き
年
賀
葉
舎
を
十
一
月
四

日
(
金
)
か
ら
発
売
し
ま
す
。

。
寄
附
金
っ
き
お
年
五
っ
き
年
賀
葉
書
一
枚
四
十
五
円

裏
面
に
図
柄
や
文
字
が
カ
ラ
!
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

全

国

版

(

二

種

類

)

日

一

ド

J

紅
梅
(
こ
う
ば
い

)
j
i
v
M幣
鶏

鳴
鶴
(
め
い
か
く
)

e

a

時

1

1

!

?

f

f

p

m

I

4

 

地
方
版
(
一
種
類
)

4

1

1

j

私
;
k
t
iふ
J

富
士
山

-
p
t

。
お
年
五
っ
き
年
糞
葉
書

一
枚
四
十
円

大
洗
町
の
各
郵
便
局
で
発
売
さ
れ
る
枚
数
の
合
計
は
、
四
十
二
万
五
千
四
百

枚
で
す
が
、
こ
の
う
ち
、
三
万
三
千
枚
に
は
寄
附
金
が
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
寄
附
金
は
社
会
福
祉
の
増
進
等
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、
心
の
こ
も
っ
た
美
し
い
、
楽
し
い
年
賀
状
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
社
会
福
祉
等
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
(
大
洗
町
区
内
各
郵
便
局
)

あなたの世帯で

0出生@死亡(死亡は 7日以内)

o転入@転出@住所の移動
0社会保険に加入、脱退など

カfあったときは、

14日以内に居出をお君、れな〈 / 

(58.9月現在)

-------、--...._____、 本 年 前年周期 増減数

発生件数 10 (71) 9 (71) 1( 0) 

死者数 1 ( 6) 1 ( 6) ム1( 0) 

負傷者数 11 (92) 12 (97) ム1(ム5)

※(  )内は累計を示す。

“毎月?告は突通安全の日"

島書催臼 開始時間 催 毒事 名 調催場所 {星 事 内 廿~ー‘

11月 16(火) 9 : 00 研 修 ~斗ス 大会議室 絞燃職員研修会

11月 1日(火) 19 : 00 
社 ちζ ダ ン ス 議 習 dコkス リハーサル室 一般を対象にダンス講習及び実技を行なう11月22日(大) 19: 00 

11 月月 2 (ふ) 9 : 00 第 9回大洗町芸術文化祭書道展示 大会議室 大洗町内書道愛好者が作品を展示発表する11F1 6日(11)

11月36(本) 10: 30 第9図大洗町芸術文化祭日本舞踊発表会 ホ lレ 大洗町内舞鴎愛好者が自j蔓の蹄りを発表する

11月6日(日) 9 : 30 第9回大洗町会術文化祭吟詠噴Ij詩舞発表会 ホ 11ノ 大洗町内吟詠剣詩舞の愛好者が発表会を催す

11月11日ω 18: 00 間3 橋べんコンサ ト リハーサル室 アマチュアコンサ ト

11月108(1') 13 : 00 ノミ レ コ二 教 室 1)ハーサル室 子供を対象にノ、レエ言語笥及び実技を行なう11月178(..[;) 13 : 00 

11月116俗 9 : 00 運転免許証更新講習会 大会議室 自動車遂転免許の更新講習会

11月13日(日) 9・00 ぺ<' ノ ;lf 映 閥 ぷコス〉、 ホ ノレ 子供を対象lこ7 ンガ映酒会を催す

11月17臼附 9・00 大洗町消防団員の研修会 大会議室 研修会

11月17日(*) 14: 00 芸 術 鑑 賞 ホ /レ 大洗一中生徒・保護者合問の芸術銀賞

11月20日(日) 10: 00 民謡 新舞踊カラオケチャワティーショー ホ /レ

11月226(刈 10: 00 電子レンジ料理教室 大会議室 電子レンジによるいろいろな料理方法を学ぶ

11月236(;)<) 9 : 00 J'I; 言番 発 表 ぷヱミス、 ホ J!.-- ふるさと民謡会員による発表会

11月月24日七(ふ主主) 9 : 00 第28団関東ブロ yク高等学校定待制通信制i研究協議会 ホ lレ11F1258 9 : 00 

11t月ij25日t(1主1主) 13 : 00 'i'Il: 化 製 ロ口ロ 展 可Z ~ス〉、 大会議室 ナンョナル家庭電化製品の展示販売会26(1:)27日 9 : 00 

大洗文化センタ-11)守分行事予定衰

大洗町における交通事故の発生状況

“あな疋ガ築く~通安全"

12 12 12 11 11 11 11 11 11 11 11 11 11 月
/ / / / / / / / / / / / / / 
12 6 1 30 29 22 17 16 15 10 8 2 l 日

母 機 手L
破傷風うテジ一手7段百日

機 育 成 機 手L 機 破ジ百 機
事

官主 古E 人 官主 能 1話アてテ7日 古包
性 間 児 田 児 病

回 児 Iiil 風耳主 回
11 1 一 業

相 復
健
予接種防

f重 格 f重 健 {夏
予接種防

f草
言11 言I1

ク、ソ
言I1 言I1 言I1

名談 練 診 練 談 練 告苛，ノ人J 練 練

妊
す者る害者障
生後生後
生後24 者する害者障

生生 成
者する害者握手
生主主
者する害者競
生
す者る答者降婦 主主後

病患者人

後後 後
及 7 2 7 2 7 2 24 

対び で カカ カ で カカ で カカ てふ カ で
母 能機

月月 月

機ム回目仇E 
月月

能機
月月

機能
月
機能'1生 1 1 

義
1 1 及 1 1 

復回
8 3 

11 
8 3 び 濁 8 3 回 主主 回

象カカ 48 
復習I1
カカ

復司I1
カカ

復言111
後 復

司I1月月 カ 月月 般 月月 48 司11
練 (1)(1) 月 練 (1)σ〉 住 練 のの 練 カ 練
を者者 未 を者者 Eえ を者者 必を

月 を
名必 満 必 必 未 必

要 。〉 要 要 要 満 要
と 者 と と と (1) と

9 1 1 1 9 1 l 9 l 9 1 1 51: 11時 2時 2時 2待 11時 2時 2時 11時 2時 11待 2時 2持
時00時15時 15時15 11 時00持15時 15時00時 15待。。 時 15待。。 イ待す
30分 15分 15分 15分 30分 15分 15分 30分 15分 30分 15分 30分
分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分 分

間

税
だ
よ
り

新
築
家
屋
の
調
査
に
つ
い
て

町
で
は
、
昭
和
田
年
1
月
以
降
建
築
さ
れ
た
新
築
家
屋
(
増
改
築
等
を
含
む
)

に
つ
い
て
、
一
斉
に
調
査
を
行
な
い
ま
す
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
税
務
課
職
員
2
名
1
総
で
訪
問
方
式
に
よ
り
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
該
当
す
る
方
は
よ
ろ
し
く
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
な
お
勤
務
等
の
都
合
で
調
査
日
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
手
数
で
も
税
務

課
思
定
資
産
税
係
ま
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

O
調
査
期
間
口
月
1
日
よ
り
ロ
月
中
匂
ま
で

O
遼
絡
先
役
場
税
務
課
資
産
税
係
宮

7
1
5
1
1
1
・
内
線
(
町
・

ω)

年
末
調
整
説
明
会
に
つ
い
て

。。
場日

所時

昭
和
部
年
日
月
訪
日
樹
午
前
日
時

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室
(
水
一
戸
税
務
箸
)

個
人
事
業
税
の
口
座
振
替
制
度
に
つ
い
て

個
人
事
業
税
の
二
期
分
の
納
期
限
は
日
月
初
日
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。
個
人
事
業
税
に
は
便
利
な
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
電
話
・
電
気
・

水
道
な
ど
の
料
金
の
よ
う
に
金
融
機
関
が
納
税
者
に
か
わ
っ
て
指
定
の
預
金
口

康
か
ら
自
動
的
に
振
替
納
税
す
る
制
度
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
下
さ
い
。

(
水
戸
県
税
事
務
所
)


